
多摩地域の未来を描いて事業展開

国立大学法人東京農工大学
学長　千葉　一裕
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東京農工大学西東京国際イノベーション共創拠点
（１１） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　４月１８日　（金曜日）

　東京農工大学府中キャンパス（農学部）で施
設整備を進めてきました「西東京国際イノベー
ション共創拠点」が完成しました。文部科学省
の「地域中核・特色ある研究大学の連携による
産学官連携・共同研究の施設整備事業」の支援
を受け、電気通信大学、東京外国語大学と連携
して整備した施設です。東京多摩地域の未来を
描きながら研究開発・事業展開に取り組み、循
環型社会を産学官民で共創する中心地となるこ
とを目指しています。
　本施設では、「農」「食」「エネルギー」に
焦点を当て、研究機関、民間企業、スタートア
ップ、自治体、地域住民などが集まり、テーマ
に基づいた研究開発や地域での技術実証を通じ
たイノベーションを創出していきます。
　１階には、研究成果を含めた販売実証スペー
ス（店舗）、レストラン、カフェテリアスペー
スを設け、一般の方にも広く利用いただけるよ
うにしています。２階はシェアオフィスや専用

会議室、テストキッチンなどで構成するスター
トアップのインキュベーションスペースとしま
した。３階には、さまざまな交流が可能なラウ
ンジや自然が感じられる屋外テラスを設置しま
した。本施設のオフィス会員やパートナー会員
向けに、定期交流会参加権や研究シーズ・マッ
チング機会提供などの特典も用意しています。
　今回の施設完成により、本学の強みである産
学連携活動がさらに強化され、東京多摩地域を
中心とするさまざまなニーズをくみ取りなが
ら、社会実装により一層取り組むことが可能に
なると考えています。新たな気づきや発見、そ
こからイノベーションが生まれることも期待し
ており、その思いを施設の愛称「邂逅（かいこ
う）館」に込めています。
　本施設を通じて、企業や地域の皆さまと共に、
未来の暮らしや社会を描き、社会を豊かにする
価値を生み、さらに広げていく場所となるよう
さまざまな取り組みを進めてまいります。

■工　事　名：東京農工大学府中幸町団地西東京国際イノベーション共創拠点新営工事
■所　在　地：東京都府中市幸町３－５－８外筆（地番）
■建　築　主：国立大学校法人東京農工大学
■設　計　者：香山＋計画・環境建築＋環境エンジニアリング設計共同体
■施　工　者：坪井工業株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造＋Ｗ造
■階　　数：３階
■工　　期：年３月４日～年３月日
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　東京農工大学が府中キャンパスで建設を進
めてきた「西東京国際イノベーション共創拠
点」が完成し、日にオープンする。「農」
「食」「エネルギー」に焦点を当て研究機関、
民間企業、スタートアップ、自治体、地域住
民が連携する研究開発や事業展開の拠点とな
る。ＲＣ造と木造のハイブリッド構造の施設

は、設計を香山＋計画・環境建築＋環境エン
ジニアリング設計共同体、施工を坪井工業が
担当した。

階段を利用したイベントスペース（１階） カフェテリアスペース（１階）

テストキッチン（２階） シェアオフィス（２階）

屋外テラス（３階） ラウンジ（３階）


